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2024 年 10 月期第 2 四半期決算発表 質疑応答集 

 

当社の 2024 年 10 月期第 2 四半期の決算に関して、当社で想定した質問、および、株主や投

資家などの方々からいただいたお問い合わせや感想について、当社からの回答を以下の通りお

知らせいたします。なお、本開示は市場参加者のご理解を一層深めることを目的に当社が自主

的に実施するものです。決算内容の詳細については、2024 年 6 月 10 日に開示しております決

算短信および決算説明資料をご覧ください。 

 

2024 年 10 月期 業績と予想について 

質問１： 通期業績に向けて、上半期をどのように評価していますか。 

上半期の業績は、一部の大型案件が第３四半期にずれ込んだものの、売上高は前期比 4.5％

の増収、営業利益は前期比 15.9％の増益、営業利益率は前期比 1.5 ポイントの改善と、新型

コロナウイルス感染症の影響から回復し、期間を通して順調に推移しております。なお、四

半期別に見ますと、第１四半期の売上高は前期比 23.0％の増収でしたが、それと比べると第

２四半期の勢いが鈍く見えます。これは、当上半期において第 1 四半期も第 2 四半期も堅調

に推移いたしましたが、これに対して前期の第１四半期と第２四半期の売上に波があったこ

とによるものです。具体的には、前期第１四半期は新型コロナウイルス感染症の影響が残っ

ていたため売上が低調であったのに対して、前期第２四半期は新型コロナウイルス感染症の

５類への移行を見越して爆発的な受注増加がありました。先に述べましたように、当期の第

1 四半期も第 2 四半期も堅調に推移しており、上半期を通しては、売上高は前期上期を上回

り過去最高を達成しております。 

 

質問 2： 2Q の売上進捗率は 47.9％です。一部の大型案件が 3Q にずれ込んだとのことです

が、下期の業績見込みについて教えてください。 

第２四半期終了時点における通期業績予想に対する売上の進捗率は 47.9％ですが、第３四半

期にずれ込んだ大型案件を考慮しますと約 50％の進捗となります。当該大型案件の受注は

確定しておりますので、業績は通期業績予想に対して順調に進捗しております。下期におい

ては、業績上積みを目指し邁進してまいります。 

  



 

今後の取組みについて 

質問 3： 大阪関西万博に向けた需要の高まりについて、状況はいかがでしょうか。 

2025 年 4 月開幕の大阪関西万博に関連した企業の販売促進用広告についてはすでに受注が

入り始めておりますが、周辺イベントや告知に関する案件が多く、現時点における売上規模

はまだ少額です。大阪関西万博に向けて本格的に需要が発生するのは、万博の開幕が近づく

今年秋以降と推測しており、企業の販売促進用広告やイベントに関する告知等の増加が予想

されますので、案件に関する情報収集を進めております。 

 

質問 4： IP コンテンツ領域において想定している顧客と今後の展開について教えてください。 

前期から開始したオーダーグッズ制作において、IP（知的財産）コンテンツの分野への展開

を進めており、キャラクターグッズを販売している法人からの受注を拡大しております。今

後も成長が見込まれるキャラクタービジネス市場において着実に制作実績を蓄積し、キャラ

クターグッズを取り扱う法人やコンテンツホルダーとの連携を見据えて取引を拡大してま

いります。 

  

中期経営計画について 

質問 5： 2026 年 10 月期の最終年度目標の達成に向けた取り組みを教えてください。 

当社は、昨年 12 月に公表した中期経営計画において、2026 年 10 月期に売上高 50 億円、営

業利益７億５千万円を目標として掲げており、現時点においてこの目標に向かって業績は順

調に進捗しております。当社は、高成長・高収益経営の実現に向けて『世界で唯一無二のア

プローチで次の時代の競争優位性をつくる』を中期ビジョンとして掲げ、企業価値向上のた

めの継続的基本戦略である「シェア拡大」「機能拡大」「領域拡大」の３つの重点戦略を実行

し、中長期的な企業価値の向上に努めてまいります。今後も目標達成のため、この３つの重

点戦略を基礎に、「顧客層の拡大」「スマートファクトリーの実現」「パーパス経営の実践」の

各施策を着実に実行して企業価値を向上させます。 

 

質問６： M&A の進捗状況を教えてください。 

M&A につきましては、当社の成長をさらに加速させて企業価値を高めるべく、既存事業と

シナジー効果が見込める分野で候補先を探しており、成長性や利益率も意識しながら各種の

調査を進めております。 

 

以上 


